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• 1948年 1月 1日
戸籍法施行規則の制定(3)により、子の名づけに対する漢字制限が開始された。使用
できる漢字は、当時の当用漢字表(4)1850字だけだった。
• 1949年 4月 28日
当用漢字字体表 1850字が告示(5)された。これに対し法務府民事局は、当用漢字表
1850字に加え、当用漢字字体表 1850字も子の名づけに使用できる、と回答(6)した。
• 1951年 5月 25日
人名用漢字別表 92字が告示(7)され、子の名づけに使えるようになった。
• 1951年 6月 27日
民事甲第 1346号民事局長回答(8)により、人名用漢字の「亙」に加え、別表に含ま
れていない「亘」が、子の名づけに認められた。





(3)昭和 22年 12月 29日司法省令第 94号 (『官報』号外 (四) pp.1-25)
(4)昭和 21年 11月 16日内閣告示第 32号 (『官報』号外 pp.1-2、ただし昭和 22年 6月 9日『官報』第
6118号 p.3に訂正あり)
(5)昭和 24年 4月 28日内閣告示第 1号 (『官報』号外第 32号 pp.1-3)
(6)昭和 24年 6月 29日民事甲第 1501号民事局長回答、『民事月報』第 4巻第 3号 (1949年 10月) p.90参
照
(7)昭和 26年 5月 25日内閣告示第 1号 (『官報』第 7310号 p.402)
(8)『民事月報』第 6巻第 8号 (1951年 8月) p.124参照
(9)『民事月報』第 11巻第 12号 (1956年 12月) p.72参照
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• 1962月 1月 20日
民事甲第 103号民事局長回答(10)により、異体字 11字が、子の名づけに認められた。




• 1976年 8月 20日
法務省民二第 4726号民事局第二課長依命通知(13)により、人名用漢字追加表の異体
字 6字が、子の名づけに認められた。





(10)『民事月報』第 17巻第 2号 (1962年 2月) p.65参照
(11)昭和 51年 7月 30日内閣告示第 1号 (『官報』第 14869号 p.5)
(12)昭和 48年 11月 30日東京家庭裁判所審判 [昭和 48年 (家)第 11469号]、『家庭裁判月報』第 26巻第 5
号 (1974年 5月) pp.102-105参照。当時の戸籍法第 50条「子の名には、常用平易な文字を用いなければな
らない。常用平易な文字の範囲は、命令でこれを定める。」に対する解釈を示し、その後の人名用漢字追
加への先鞭となった重要判例である。付録に審判文を示す。
(13)『民事月報』第 31巻第 10号 (1976年 10月) p.158参照
(14)昭和 56年 10月 1日内閣告示第 1号 (『官報』号外第 88号 pp.2-77)





• 1990年 4月 1日
戸籍法施行規則の改正(19)により、人名用漢字別表が 284字になった。
• 1990年 10月 20日
法務省民二第 5200号民事局長通達(20)により、戸籍の氏名に使える漢字が、常用漢
字・人名用漢字・漢和辞典で正字とされている字体・国字などに制限された。




• 1997年 12月 3日
戸籍法施行規則の改正(22)により、人名用漢字別表に「琉」が追加された。那覇家
裁の家事審判(23)により、子の名づけに認めるよう命令されたものである。
• 2004年 2月 23日
戸籍法施行規則の改正(24)により、人名用漢字別表に「曽」が追加された。最高裁
の決定(25)により、子の名づけに認めるよう命令されたものである。












(19)平成 2年 3月 1日法務省令第 5号 (『官報』号外第 21号 pp.1-11)
(20)『民事月報』第 45巻第 11号 (1990年 11月) pp.166-172、および、『民事月報』第 45巻第 12号 (1990
年 12月) pp.6-81参照
(21)『戸籍』第 627号 (1995年 1月) pp.48-54、および、『戸籍』第 628号 (1995年 2月) pp.98-134参照
(22)平成 9年 12月 3日法務省令第 73号 (『官報』第 2275号 p.2)
(23)平成 9年 11月 18日那覇家庭裁判所審判 [平成 9年 (家)第 1358号]、『家庭裁判月報』第 50巻第 3号
(1998年 3月) pp.46-60参照
(24)平成 16年 2月 23日法務省令第 7号 (『官報』第 3794号 p.2)
(25)平成 15年 12月 25日最高裁判所第三小法廷決定 [平成 15年 (許)第 37号]、『家庭裁判月報』第 56巻
第 6号 (2004年 6月) pp.127-148参照




• 2004年 6月 7日
戸籍法施行規則の改正(28)により、人名用漢字別表に「獅」が追加された。横浜家
裁の家事審判(29)により、子の名づけに認めるよう命令されたものである。





• 2004年 9月 27日
戸籍法施行規則の改正(34)により、人名用漢字に 488字の追加がおこなわれ、人名
用漢字別表と人名用漢字許容字体表は、それぞれ漢字の表 (一) 774字と漢字の表
(二) 209字(35)になった。また、戸籍統一文字に、漢字 7字 (552610～552670「乕」
「厩」「茨」「蔣」「蔽」「詮」「饗」)が追加された。
• 2005年 8月 3日
法務省民一第 1758号民事第一課長回答(36)により、漢字の表 (二)の「龍」と、JIS第
一水準漢字の「龍」を、デザイン上の差として取り扱って差し支えない、とされた。
• 2009年 4月 30日
戸籍法施行規則の改正(37)により、漢字の表 (一)に「祷」「穹」が追加された。いず
れも大阪高裁の決定(38)により、子の名づけに認めるよう命令されたものである。
• 2010年 11月 30日
新しい常用漢字表 2136字が告示(39)された。従来の常用漢字 1945字のうち 1940字
を残した(40)上で、196字を追加したものである。これに合わせ、戸籍法施行規則も
改正(41)され、漢字の表 (一)は 649字、漢字の表 (二)は 212字になった。この結果、
(28)平成 16年 6月 7日法務省令第 42号 (『官報』第 3865号 p.1)
(29)平成 16年 5月 6日横浜家庭裁判所審判 [平成 16年 (家)第 188号]、『民事月報』第 59巻第 11号 (2004
年 11月) pp.74-75参照
(30)平成 16年 7月 12日法務省令第 49号 (『官報』第 3890号 p.2)
(31)平成 16年 6月 10日大阪家庭裁判所審判 [平成 16年 (家)第 1593号]、『人名用漢字の変遷』(2007年
10月 15日、日本加除出版)第 I部 p.17参照
(32)平成 16年 6月 18日名古屋家庭裁判所審判 [平成 16年 (家)第 1118号]、『人名用漢字の変遷』(2007年
10月 15日、日本加除出版)第 I部 p.17参照
(33)平成 16年 6月 23日広島高等裁判所決定 [平成 16年 (ラ)第 81号]、安岡孝一『新しい常用漢字と人名
用漢字』(2011年 3月 31日、三省堂) pp.198-200参照
(34)平成 16年 9月 27日法務省令第 66号 (『官報』号外第 213号 pp.1-5)
(35)人名用漢字許容字体表と比較すると、少なくとも、逸←榈、眞←眞、愼←慎、鎭←鎮、淚←淚、の字
体が変更されている。
(36)『民事月報』第 60巻第 9号 (2005年 9月) pp.237-239参照
(37)平成 21年 4月 30日法務省令第 24号 (『官報』号外第 93号 pp.1-2)
(38)平成 20年 3月 18日大阪高等裁判所決定 [平成 19年 (ラ)第 252・486号]、『民事月報』第 63巻第 5号
(2008年 5月) pp.96-172参照
(39)平成 22年 11月 30日内閣告示第 2号 (『官報』号外第 250号 pp.7-88)
(40)旧来の常用漢字表と比較すると、少なくとも、斎←㤴、摂←摂、の字体が変更されている。




• 2012年 4月 1日
戸籍統一文字に、漢字 1字 (552710「」)が追加された。
• 2015年 1月 7日
戸籍法施行規則の改正(42)により、漢字の表 (一)に「巫」が追加された。名古屋高
裁の決定(43)により、子の名づけに認めるよう命令されたものである。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(42)平成 27年 1月 7日法務省令第 2号 (『官報』第 6446号 p.1)
(43)平成 26年 8月 8日名古屋高等裁判所決定 [平成 26年 (ラ)第 127号]、『民事月報』第 70巻第 4号 (2015
年 4月) pp.137-138参照
(44)平成 29年 9月 25日法務省令第 32号 (『官報』第 7109号 p.2)






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ているのは JIS X 0213 (図 1・2)である。その一方で、日本のコンピュータや携帯電話
も、現在その多くは Unicodeで動いており、Unicodeを国内規格化した JIS X 0221が、
漢字コードの基本だと考えることもできる。日本の漢字コードの変遷を、ざっと見てい
くことにしよう。
• 1978年 1月 1日
JIS C 6226 (46)が、7ビット 2バイトの文字コードとして制定された。94× 94の文
字表の 16-01～47-51には、第一水準漢字 2965字が代表音訓の五十音順に収録され
ており、当用漢字字体表 1850字、人名用漢字別表 92字、人名用漢字追加表 28字
が含まれて(47)いる。また、48-01～83-94には、第二水準漢字 3384字が部首画数順
に収録されている。
• 1983年 9月 1日
JIS C 6226が改正され、第二水準漢字が 4字増えるとともに、漢字 294字の字形
が変更された(48)。常用漢字表 1945字と人名用漢字別表 166字は全て収録している
が、人名用漢字許容字体表は収録対象となっていない。
• 1987年 3月 1日
日本工業規格 (JIS)に情報部門 (X)が新設され、JIS C 6226が JIS X 0208に、規
格番号が変更された。
• 1990年 9月 1日
JIS X 0208が改正され、第二水準漢字が 2字増えるとともに、全ての字形が平成明
朝体に変更された (図 3)。常用漢字表 1945字と人名用漢字別表 284字は全て収録し
ているが、人名用漢字許容字体表は収録対象となっていない。
(46)JIS C 6226: 情報交換用漢字符号系 (1978年 1月 1日制定)
(47)字体は必ずしも一致しておらず、たとえば 26-56は「斎」、46-22は「龍」、38-65は「那」である。
(48)野村雅昭『JIS C 6226情報交換用漢字符号系の改正』(標準化ジャーナル, Vol.14, No.3 (1984年 3月),
pp.4-9)参照
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図 1: JIS X 0213の 1面 (2004年版)
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図 2: JIS X 0213の 2面
– 15 –
図 3: JIS X 0208 (1990年版)
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図 4: JIS X 0212
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• 1990年 10月 1日
JIS X 0212 (49)が、7ビット 2バイトの文字コードとして制定された。94× 94の文
字表 (図 4)の 16-01～77-67には、漢字 5801字が、部首画数順に収録されている。
JIS X 0208との重複は無い。
• 1995年 1月 1日
JIS X 0221 (50)が制定された。当時のUnicode 1.1 (および ISO/IEC 10646)と同等
な文字コードであり、U+4E00～U+9FA5に統合漢字 20902字が収録されている。
• 1997年 1月 20日
JIS X 0208が改正された。収録文字数に変更は無いが、附属書 1に「シフト符号
化表現」が規定され、94× 94の文字表を 47× 188に変形し、1バイト目に 81～
9F・E0～EFを、2バイト目に 40～7E・80～FCを、それぞれ用いる方法(51)が示
された。
• 2000年 1月 20日
JIS X 0213 (52)が、94× 94の文字表 2面の文字コードとして制定された。1面は、
JIS X 0208を拡張した文字コードで、第一水準漢字 2965字、第二水準漢字 3390字、




• 2001年 4月 20日
JIS X 0221が改正され、規格番号が JIS X 0221-1となった。統合漢字 20902字に
加え、U+3400～U+4DB5に統合漢字拡張A 6582字が収録されている。
• 2002年 8月 5日
住民基本台帳ネットワーク統一文字が運用開始された。21039字を収録する 2バイト
コードである。3400～9fa5の漢字 13991字はUnicode (すなわち ISO/IEC 10646)
と互換だが、aaa1～abcf・ad00～c107・f91d～fa6bにも漢字 5443字が収録され
ており、これらについては必ずしもUnicode互換ではない(53)。
• 2004年 2月 20日
JIS X 0213が改正され、第三水準漢字が 10字増えるとともに、第一・第二水準漢
(49)JIS X 0212: 情報交換用漢字符号―補助漢字 (1990年 10月 1日制定)
(50)JIS X 0221: 国際符号化文字集合 (UCS) (1995年 1月 1日制定)
(51)いわゆるシフト JISであり、元々は CP/M-86やMS-DOSで用いられていた文字コードである。長谷
川均・岡崎健『漢字 CP/MR©のコード体系』(情報処理学会マイクロコンピュータ研究会資料 26-2, 1983年
3月 7日)、山下良蔵『MS-DOSの漢字機能』(ASCII, Vol.7, No.5 (1983年 5月), pp.228-230)、阿部雅人
『CP/M漢字標準化』(information, Vol.2, No.4 (1983年 7月), pp.81-87)参照。
(52)JIS X 0213: 7ビット及び 8ビットの 2バイト情報交換用符号化拡張漢字集合 (2000年 1月 20日)
(53)安岡孝一『住民基本台帳ネットワーク統一文字とその問題点』(情報管理, Vol.55, No.11 (2013年 2月),
pp.826-832)参照。JIS X 0213 (2000年版)の第一～第四水準漢字 10040字は、全て住民基本台帳ネット
ワーク統一文字に含まれているが、うち、aaa1～abcf・f91d～fa6bに収録されている 386字は、必ずしも
Unicode互換ではない。また、JIS X 0212の漢字 5801字は、全て住民基本台帳ネットワーク統一文字に
含まれているが、うち、ad9b～c055に収録されている 27字は、Unicode互換ではない。
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字のうち 168字の字形が変更された (図 1)。2面の第四水準漢字は変更なし (図 2)。
また、ISO/IEC 10646との対応関係も明確化された。
• 2007年 12月 20日
JIS X 0221-1が改正され、規格番号が JIS X 0221に戻った。統合漢字 20924字(54)、
拡張A 6582字に加え、U+20000～U+2A6D6に統合漢字拡張B 42711字が収録さ
れた。
• 2012年 2月 20日
JIS X 0208と JIS X 0213が同時に改正された。いずれも、新しい常用漢字表 2136
字との対応関係を明確化(55)するもので、収録字数の変更は無い。




• 2014年 6月 20日
JIS X 0221が改正された。ISO/IEC 10646の 2012年 6月 1日改正に追随するも
ので、統合漢字 20941字、拡張 A 6582字、拡張 B 42711字に加え、U+2A700～
U+2B734に統合漢字拡張C 4149字、U+2B740～U+2B81Dに統合漢字拡張D 222
字が収録されている。






ある。というのも、JIS X 0208と JIS X 0213は、いずれも「龍」を例示字体としており、
常用漢字表も 2010年改正(39)で、「竜」のカッコ書きに「龍」を示した。それに対し、人
名用漢字は 1951年 5月 25日(7)以来、最新(1)に至るまで「龍」を堅持している。
この問題に対し、法務省民事局は、「龍」と「龍」はデザイン差である(36)、という考え方
を導入(58)して、「龍」と「龍」を同一視することにしている。他方、住民基本台帳ネットワー
(54)2005年 11月 15日の ISO/IEC 10646追補 1で、U+9FA6～U+9FBBに漢字 22字が追加されていた。
(55)「𠮟」「塡」「剝」「頰」の 4字は第三水準漢字に対応づけられ、JIS X 0208では、それぞれ 28-24「叱」
37-22「填」39-77「剥」43-43「頬」で代用することが示されている。
(56)2011年 12月 26日法務省告示第 582号 (『官報』号外第 280号 pp.115-208)。日本に 3ヶ月以上滞在
する外国人は、在留カードもしくは特別永住者証明書が必要だが、これらに記載される氏名は、アルファ
ベットか入国管理局正字が用いられ、それ以外の文字は使用できない。
(57)入国管理局正字のうち、「」「」「」「」「」の 5字は JIS X 0221に収録されておらず、それ
ぞれ私用領域の U+E479、U+E5D6、U+E5D7、U+E5D4、U+E5D5が使われていた。また、JIS X 0213
の漢字 10050字は、全て入国管理局正字に含まれていた。






を区別する手段を準備しており、Adobe系 IVSでは U< +9F8D U+E0102>と U< +9F8D
U+E0100>を、汎用電子系 IVSでは U< +9F8D U+E0107>と U< +9F8D U+E0103>を、そ
れぞれ区別に用いる。以下に、このヤヤコシイ様子を、表で示す。
JIS X 住基 Unicode
0213 文字 UCS IVS











JIS X 住基 Unicode
0213 文字 UCS IVS等
渚 1-29-77 6e1a U< +6E1A U+E0101> U< +6E1A U+E0102>
渚 1-86-87 fa47




猪 1-35-86 732a U< +732A U+E0101>U< +732A U+FE01> U< +732A U+E0102>U+FAA0
猪 1-87-79 fa16




琢 1-34-86 7422 U< +7422 U+E0101> U< +7422 U+E0102>U+24968
琢 1-88-05 fa4b




祐 1-45-20 7950 U< +7950 U+E0101> U< +7950 U+E0102>
祐 1-89-24 fa50




禎 1-36-87 798e U< +798E U+E0100> U< +798E U+E0102>
禎 1-89-32 fa54








逸 1-16-79 9038 U< +9038 U+E0100> U< +9038 U+E0103>
逸 1-92-57 fa67




謁 1-17-58 8b01 U< +8B01 U+E0101>U< +8B01 U+FE01> U< +8B01 U+E0102>U+FABC
謁 1-92-15 fa62




禍 1-18-50 798d U< +798D U+E0101> U< +798D U+E0102>
禍 1-89-31 fa53




悔 1-18-89 6094 U< +6094 U+E0101>U< +6094 U+FE01> U< +6094 U+E0102>U+2F8A3
悔 1-84-48 fa3d




海 1-19-04 6d77 U< +6D77 U+E0101>U< +6D77 U+FE01> U< +6D77 U+E0102>U+2F901
海 1-86-73 fa46




漢 1-20-33 6f22 U< +6F22 U+E0100>U< +6F22 U+FE01> U< +6F22 U+E0102>U+FA9A
漢 1-87-05 fa48




祈 1-21-07 7948 U< +7948 U+E0101> U< +7948 U+E0102>
祈 1-89-23 fa4f




器 1-20-79 5668 U< +5668 U+E0100> U< +5668 U+E0102>U+20F96
器 1-15-22 fa38




響 1-22-33 97ff U< +97FF U+E0100>U< +97FF U+FE01> U< +97FF U+E0105>U+FACA
響 1-93-86 fa69




勤 1-22-48 52e4 U< +52E4 U+E0100>U< +52E4 U+FE01> U< +52E4 U+E0102>U+2F827
勤 1-14-72 fa34




謹 1-22-64 8b39 U< +8B39 U+E0101> U< +8B39 U+E0102>U+27AF4
謹 1-92-16 fa63




穀 1-25-82 7a40 U< +7A40 U+E0101>U< +7A40 U+FE01> U< +7A40 U+E0102>U+2F959
穀 1-89-45 fa55





祉 1-27-67 7949 U< +7949 U+E0100> U< +7949 U+E0102>
祉 1-89-20 fa4e




視 1-27-75 8996 U< +8996 U+E0100>U< +8996 U+FE01> U< +8996 U+E0102>U+FAB8
視 1-91-89 fa61




社 1-28-50 793e U< +793E U+E0100> U< +793E U+E0102>
社 1-89-19 fa4d




者 1-28-52 8005 U< +8005 U+E0100>U< +8005 U+FE01> U< +8005 U+E0102>U+FAB2
者 1-90-36 fa5c




煮 1-28-49 716e U< +716E U+E0101>U< +716E U+FE01> U< +716E U+E0102>U+FA9C
煮 1-87-53 fa49




臭 1-29-13 81ed U< +81ED U+E0100> U< +81ED U+E0102>
臭 1-90-56 fa5d




祝 1-29-43 795d U< +795D U+E0101> U< +795D U+E0102>
祝 1-89-27 fa52




暑 1-29-75 6691 U< +6691 U+E0100> U< +6691 U+E0102>
暑 1-85-35 fa43




署 1-29-80 7f72 U< +7F72 U+E0101> U< +7F72 U+E0102>
署 1-90-26 fa5b




諸 1-29-84 8af8 U< +8AF8 U+E0101>U< +8AF8 U+FE01> U< +8AF8 U+E0102>U+FABA
諸 1-92-14 fa22




祥 1-30-45 7965 U< +7965 U+E0101> U< +7965 U+E0102>
祥 1-89-29 fa1a




神 1-31-32 795e U< +795E U+E0101> U< +795E U+E0102>
神 1-89-28 fa19





節 1-32-65 7bc0 U< +7BC0 U+E0100>U< +7BC0 U+FE01> U< +7BC0 U+E0103>U+FAAD
節 1-89-68 fa57




祖 1-33-36 7956 U< +7956 U+E0100> U< +7956 U+E0102>
祖 1-89-25 fa51




僧 1-33-46 50e7 U< +50E7 U+E0100>U< +50E7 U+FE01> U< +50E7 U+E0102>U+2F80A
僧 1-14-41 fa31




層 1-33-56 5c64 U< +5C64 U+E0100> U< +5C64 U+E0102>
層 1-47-65 fa3b




憎 1-33-94 618e U< +618E U+E0101>U< +618E U+FE02> U< +618E U+E0102>U+2F8AB
憎 1-84-62 fa3f




贈 1-34-03 8d08 U< +8D08 U+E0100> U< +8D08 U+E0102>
贈 1-92-29 fa65




嘆 1-35-18 5606 U< +5606 U+E0101>U< +5606 U+FE01> U< +5606 U+E0102>U+2F84C
嘆 1-15-15 fa37




著 1-35-88 8457 U< +8457 U+E0100>U< +8457 U+FE01> U< +8457 U+E0102>U+2F99F
著 1-91-07 fa5f




懲 1-36-08 61f2 U< +61F2 U+E0100>U< +61F2 U+FE02> U< +61F2 U+E0104>U+2F8B0
懲 1-84-65 fa40




都 1-37-52 90fd U< +90FD U+E0101> U< +90FD U+E0102>
都 1-92-74 fa26




突 1-38-45 7a81 U< +7A81 U+E0100> U< +7A81 U+E0102>
突 1-89-49 fa56




難 1-38-81 96e3 U< +96E3 U+E0101>U< +96E3 U+FE01> U< +96E3 U+E0102>U+FAC7
難 1-93-67 fa68





梅 1-39-63 6885 U< +6885 U+E0101>U< +6885 U+FE01> U< +6885 U+E0102>U+2F8E2
梅 1-85-69 fa44




繁 1-40-43 7e41 U< +7E41 U+E0100> U< +7E41 U+E0102>
繁 1-90-19 fa5a




卑 1-40-60 5351 U< +5351 U+E0101>U< +5351 U+FE01> U< +5351 U+E0102>U+2F82D
卑 1-14-78 fa35




碑 1-40-74 7891 U< +7891 U+E0101> U< +7891 U+E0102>
碑 1-89-07 fa4c




賓 1-41-48 8cd3 U< +8CD3 U+E0101> U< +8CD3 U+E0102>
賓 1-92-24 fa64




敏 1-41-50 654f U< +654F U+E0101>U< +654F U+FE01> U< +654F U+E0102>U+2F8C8
敏 1-85-08 fa41




侮 1-41-78 4fae U< +4FAE U+E0100>U< +4FAE U+FE01> U< +4FAE U+E0102>U+2F805
侮 1-14-24 fa30




福 1-42-01 798f U< +798F U+E0100> U< +798F U+E0102>
福 1-89-33 fa1b




勉 1-42-57 52c9 U< +52C9 U+E0101>U< +52C9 U+FE01> U< +52C9 U+E0102>U+2F826
勉 1-14-67 fa33




墨 1-43-47 58a8 U< +58A8 U+E0101> U< +58A8 U+E0102>
墨 1-15-62 fa3a




欄 1-45-83 6b04 U< +6B04 U+E0101> U< +6B04 U+E0102>
欄 1-86-27 f91d




虜 1-46-26 865c U< +865C U+E0101>U< +865C U+FE01> U< +865C U+E0102>U+2F9B4
虜 1-91-47 f936





類 1-46-64 985e U< +985E U+E0101> U< +985E U+E0102>U+29516
類 1-94-04 f9d0




練 1-46-93 7df4 U< +7DF4 U+E0101>U< +7DF4 U+FE02> U< +7DF4 U+E0102>U+FAB0
練 1-90-14 fa58




朗 1-47-15 6717 U< +6717 U+E0101>U< +6717 U+FE01> U< +6717 U+E0104>U+FA92
朗 1-85-46 f929
U+6717 U< +6717 U+E0102> U< +6717 U+FE02>
U+2F8D8
廊 1-47-13 5eca U< +5ECA U+E0100> U< +5ECA U+E0103>
廊 1-84-14 f928










情報基盤系 IVSが「摂」を U< +6442 U+E0102>に、Adobe系 IVSが「摂」を U< +6442
U+E0100>に、それぞれ収録しており、IVSを使えば一応は区別できる。
JIS X 住基 Unicode
0213 文字 UCS IVS













昭和 48年 (家)第 11469号 市町村長の処分に対する不服申立事件
申立人 ○○○○
主 文
東京都千代田区長は昭和 48年 8月 27日出生した申立人の二男につき、その名を「悠」
とする申立人からの出生届を受理しなければならない。
理 由









らないとし、同条 2項、同法施行規則 60条により、子の名に用いる文字は昭和 21年 11
月内閣告示 32号当用漢字表に掲げる漢字および昭和 26年 5月内閣告示 1号人名用漢字
別表に掲げる漢字のほか片かなまたは平がなに制限されており、戸籍の実務においては
子の名について右に掲げる以外の文字を用いた出生届は受理すべきでないとされている
(昭和 23年 1月 13日各司法事務局長宛民事甲第 17号法務省民事局長通達、昭和 26年 2
月 13日民事甲第 256号同民事局長回答)。
申立人が二男の名に用いようとする「悠」という漢字は、前掲当用漢字表にも、人名用







































昭和 48年 11月 30日
東京家庭裁判所
家事審判官 田中恒朗
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